
会　議　録 令和８年６月25日作成 令和12年３月末日廃棄

会議名 　京都府下京警察署協議会（令和８年度第１回）　

開催日 　令和８年６月10日（水曜日）

時　間 　午後１時25分から午後２時55分までの間（90分）

場　所 　京都府下京警察署　講堂

 　冨江会長、宮田副会長、山田由委員、大下委員、鈴木委員、和田委員、 

 　山田守委員、若林委員、小出委員、山﨑委員 

出席者 　（欠席　内藤委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　計10人

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　交通課長、警備課長、サイバー対策係補佐、広聴・相談係長　　　 　　　計11人

諮問 　
下京区における交通情勢について

事項

 １　署長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  司会　副署長 

 ２　副署長、各課長自己紹介  

 ３　会長挨拶 

 ４　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副会長 

  　 諮問事項説明 

 　　下京区における交通情勢について～交通課長 

 【委員】大宮通から堀川通への抜け道として花屋町通を東向けに抜けてくる車両が

 スピードを出して危険であり、堀川通の信号を見にくくするなど対策ができ

会　議 ないか。 

内　容 【委員】レンタカーについてであるが、京都縦貫道で前を走るレンタカーがふらふ

 らするので、運転者を確認すると高齢女性ドライバーだった。レンタカーの

 普及で普段運転しない人や外国の方など、誰でも借りることができ危険な状

　　　　 態を作っているのではないかと思う。レンタカーに一定の要件を設定するな

 　　　　 ど法整備できないか。

　　　　 【委員】五条新町交差点は、最寄のスーパーの利用客も多く信号が赤になっても自

 　　　 転車が突っ込んでくることが多い。包括支援センター利用の高齢者も危険に

 　　　　 感じているようだ。

　　　　 　　　　また、信号のない交差点で一時停止場所でも徐行して通過する車両が多い

 　　　　 ので意識付けが必要と感じる。



 　　　 　　　　自転車を除く一方通行規制の道路を自転車で走行する場合、一時停止の標

 識に従って停止するが逆走する側には標識がない。自転車で逆走する場合ど

  うすべきか。

 【警察】一方通行を逆向きに走行する場合、一時停止の標識はないが安全運転義務

        があることから一時停止するなど安全確認をしていただきたい。下京区内は

        一方通行が多く確実な安全確認をしていただきたい。 

        【委員】下京区役所の職員は自転車を利用することが多く、更に安全教育を徹底し

      ていく必要があると感じた。

 【委員】自転車走行禁止である四条通の自転車走行は減少してきたが、外国人観光

 客がレンタル自転車やレンタル電動キックボードで走行していることがあ

 る。ＧＰＳ機能等を活用して走行禁止区域に入ったら警報が出るようなシス

  テムはできないか。

 　　　　左折巻き込み事故の話で感じたことであるが、海外では斜め信号という仕

  組みがあるので導入を検討してもよいのではないか。

 【委員】毎朝、五条大宮交差点南西角で子ども見守り活動をやっているが、自転車

 走行推奨帯を直進する中高生の自転車と左折車両が衝突しそうになることが

  度々ある。

 　　　　車線が少ない大宮通において通勤通学時間帯に駐車車両が多く、自転車が

  更に危険で、歩道に上がるべきか車道を走行するべきか迷う。

会　議 【委員】交通課長の死亡事故の話、特に小中学生が事故に遭われたような話は身に

内　容 つまされる。家族間でも注意喚起していきたい。 

 【委員】万寿寺高倉付近の道路上でマンホール周辺が劣化しており、自転車のハン

 ドルが取られ転倒したことがあった。その際に道路等の修復に関して、どこ

  に相談したらいいか迷った。

 　　　　細街路の交差点で右折したい時にあらかじめ右側通行して右折することが

 あり対向の人と衝突しそうになり危ないと感じることがある。あらかじめ右

  側に寄ったりせず交差点を越えてから右折するのが正しい走行か。

 【警察】おっしゃるとおりで、先に右側通行せず道路の左側を直進して道路横断の

 後、右折するのが正しい。右側通行して衝突することがないように注意して

 いただきたい。 

 【委員】中高生が自転車でノンストップ走行することが多い。子供を対象とした講

 習はよく行われており、自転車の安全確保に向けて、中高生や高齢者にター

  ゲットを絞った安全対策をしていく必要があると思う。

 【警察】自転車の走行方法に関する意見があったが、道路交通法は改正されること

 も多く、いろいろな局面で判断に迷う一因になっていると思われる。道路事

 情は場所によって異なるので各現場に応じた広報活動や交通指導を行うな

 ど、安全教育の場を拡充していこうと考えている。 

 【委員】地元の防災訓練の際、防犯教室に加えて自転車講習をお願いしたが、交通

  は休日ということで断られた。同じ警察なのになぜ対応が違うのか。

 【警察】交通課の休日の運用に関することなど多数頂戴した御意見、質問について



 は検討したうえで回答させていただく。 

会　議 ５　事務連絡 

内　容 　　令和８年度第２回下京警察署協議会は、同年９月に実施予定である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１回京都府下京警察署協議会の開催状況 

 

       

       

       

       

       

       

       

          

   

          

   

          

   

          

   

          

   

        

 

 

 

 

 


